
地質学セミナー
2007 年度　第 21回

日時：　2月13日（水）　17時より　場所：総合研究棟Ｂ棟 110 教室
大山広幸 (地球進化科学・岩石学 3年 )

　変成作用に関与した流体は，岩石中の
鉱物組み合わせや岩石の溶融さらには変
成作用の熱源からの熱の輸送などにおい
て重要な役割を担っていると考えられて
い る。汎 ア フ リ カ 造 山 運 動 後 期
（500-550 Ma）に形成されたゴンドワナ
大陸の衝突境界と考えられる南インド
Palghat-Cauvery せん断帯（PCSZ）は，
エクロジャイト相に達する高圧変成作用
（P>12 kbar）の後に超高温変成作用（T 
= 940-990 oC）を受け，時計回りの温度
圧力経路を示す（Shimpo et al., 2006）。
本地域は多くの岩石学的研究がなされて
いるが，超高温変成流体の研究は乏しい。
そこで本研究は大陸衝突境界である
PCSZ の高圧 - 超高温変成作用を変成流
体の直接的証拠である流体包有物から検
討し，ゴンドワナ大陸衝突帯の変成流体
活 動 を 解 明 す る。調 査 地 域 で あ る
Kumiloothu 地域の超高温泥質グラニュ
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ライトの鉱物組み合わせは，ざくろ石 + 斜
方輝石 + 菫青石 + 黒雲母 + 斜長石 + 石英
であり，ざくろ石は十字石，ゼードル閃石，
スピネル，サフィリン，リン灰石，ルチルな
どを包有する。ざくろ石とルチル，リン灰石
について流体包有物の記載ならびに加熱冷却
実験を行った結果，ざくろ石は初成包有物な
らびに二次包有物を，リン灰石，ルチルは初
成包有物を含む。これらの流体包有物は鉱物
成長時に取りこまれたにもかかわらず，ほと
んどが低密度のCO2流体であり，超高温変
成作用よりも後のステージでの形成を示唆す
る。このような特徴は急激な圧力低下による
流体包有物の再平衡が起こったためと考えら
れる。PCSZ 周辺の他の 3地点で同様にCO2
に富む流体包有物を確認していることから，
CO2流体の起源は外部からの広域的な起源，
例えばマントルからのCO2流体の流入の可
能性が考えられる。
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Figure.
ざくろ石（Grt）中のルチル（Rt）
に含まれる流体包有物（FI）


